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渡わ
た

辺な
べ

安あ

積さ
か

は
、
英
吉
利
法
律
学
校
創
立
の
翌
年
、
渋
谷
慥
爾

に
代
わ
っ
て
幹
事
に
就
任
し
、
本
学
の
基
礎
を
築
い
た
人
物
で
あ

る
。

　

渡
辺
は
、
一
八
五
九
（
安
政
六
）
年
八
月
二
十
五
日
、
周
防
国

玖く

珂が

郡
錦
見
村
（
山
口
県
岩
国
市
）
に
生
ま
れ
た
。
幼
名
を
大
十

郎
と
い
い
、
七
〇
（
明
治
三
）
年
、
岩
国
藩
の
漢
学
校
に
入
学
、

そ
の
後
、
同
藩
の
語
学
所
に
入
学
し
、
七
三
年
夏
ま
で
、
英
国
人

教
師
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
に
つ
い
て
英
語
お
よ
び
数
学
を
学
ん
だ
。

生
涯
を
貫
く
英
国
へ
の
関
心
は
こ
こ
で
育
ま
れ
た
。

　

山
口
中
学
校
に
学
ん
だ
の
ち
七
四
年
に
上
京
、
共
立
学
校
、
東

京
英
語
学
校
、
開
成
学
校
を
経
て
七
八
年
に
東
京
大
学
法
学
部
に

入
学
し
、
八
二
年
に
卒
業
し
た
。

　

大
学
在
学
中
は
も
っ
ぱ
ら
英
法
を
中
心
に
学
び
、
実
家
が
渡
辺

の
生
家
の
す
ぐ
裏
だ
っ
た
玉
乃
世せ
い

履り

（
初
代
大
審
院
長
）
を
訪
ね

て
意
見
を
聞
い
た
り
、
ま
た
模
擬
裁
判
を
頻
繁
に
行
う
な
ど
、
法

の
実
際
の
運
用
を
熱
心
に
学
ん
で
い
る
。

　

卒
業
後
、
学
生
時
代
か
ら
関
係
し
て
い
た
東
京
日
々
新
聞
に

招
か
れ
、
八
四
年
十
二
月
ま
で
も
っ
ぱ
ら
社
説
の
執
筆
に
あ
た
っ

た
。
同
年
の
十
月
か
ら
は
、
東
京
大
学
で
ロ
ー
マ
法
お
よ
び
訴
訟

法
の
講
義
を
始
め
て
い
た
。
し
か
し
、
健
康
状
態
が
す
ぐ
れ
ず
医

者
か
ら
療
養
を
勧
め
ら
れ
、
こ
れ
が
退
社
の
大
き
な
要
因
と
な
っ

た
と
い
わ
れ
る
。

　

八
五
年
四
月
、
菊
池
武
夫
は
渡
辺
の
岩
国
語
学
所
時
代
の
級
友

田
中
稲
城
に
宛
て
た
書
簡
で
、
渡
辺
を
他
事
か
ら
解
放
し
て
養
生

さ
せ
る
た
め
の
司
法
省
任
官
に
つ
い
て
、
司
法
省
幹
部
の
了
解
を

と
り
つ
け
近
日
中
に
発
令
さ
れ
る
と
の
見
込
み
を
報
じ
て
い
る
。

し
か
し
、
実
際
は
司
法
省
で
は
な
く
、
田
中
の
い
る
農
商
務
省
の

権
少
書
記
官
へ
の
任
官
と
な
り
、
参
事
院
員
外
議
官
補
も
兼
任
し

た
。

　

こ
の
頃
か
ら
渡
辺
は
、
菊
池
を
は
じ
め
東
大
法
学
部
の
同
級
、

同
窓
生
が
行
っ
て
い
た
英
吉
利
法
律
学
校
創
立
に
関
与
し
た
ら
し

い
。

　

し
か
し
、
意
外
な
こ
と
に
、
渡
辺
の
名
前
は
学
校
設
立
願
に
は

見
え
な
い
。
設
立
認
可
か
ら
間
も
な
く
新
聞
に
出
さ
れ
た
「
英
吉

利
法
律
学
校
設
置
広
告
」
に
第
一
学
年
の
契
約
法
担
当
講
師
と
し

て
渡
辺
の
名
前
が
見
え
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
そ
も
そ
も
健

康
状
態
が
す
ぐ
れ
な
か
っ
た
た
め
の
任
官
で
あ
っ
た
し
、
設
立
直

前
の
六
月
に
は
東
京
大
学
御
用
掛
を
兼
任
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た

め
、
こ
の
時
期
に
設
立
委
員
に
名
前
を
連
ね
る
こ
と
が
憚
ら
れ
た

た
め
で
あ
ろ
う
。
創
立
間
も
な
い
十
月
初
め
に
は
半
年
ほ
ど
の
予

定
で
故
郷
岩
国
へ
転
地
療
養
の
た
め
帰
省
し
て
い
る
。

　

渡
辺
が
英
吉
利
法
律
学
校
で
担
当
す
る
予
定
だ
っ
た
「
契
約

法
」
は
、
さ
る
八
四
年
春
に
訳
出
し
た
『
安ア
ン

遜ソ
ン

氏し

契
約
法
』
を
も

と
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
続
巻
分
の
訳

出
・
講
義
を
土
方

寧
に
託
し
て
帰
郷

し
た
。

　

八
六
年
三
月
、

健
康
も
順
調
に
回

復
し
た
ら
し
く
、

予
定
よ
り
早
め
に

帰
京
し
た
。
こ
れ

か
ら
間
も
な
く
渋
谷
慥
爾
に
代
っ
て
英
吉
利
法
律
学
校
幹
事
に
就

任
し
、
学
校
事
務
を
細
大
に
わ
た
り
処
理
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

渡
辺
の
『
備
忘
録
』
第
一
頁
目
に
は
「
諸
規
則
編
制
ニ
着
手
ノ

事
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
の
も
と
で
校
外
生
規
則
、
書
庫
規

則
、校
内
生
総
則
、試
験
規
則
等
が
作
ら
れ
た
。
ま
た
こ
の
時
期
、

講
義
録
の
出
版
、
各
教
員
の
受
持
換
え
や
人
事
、
書
籍
の
充
実
に

関
す
る
学
外
と
の
交
渉
な
ど
、
矢
継
ぎ
早
に
処
理
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
学
内
関
係
者
の
茶
話
会
を
継
続
的
に
催
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

面
で
の
意
思
疎
通
を
図
り
、
折
か
ら
の
私
立
法
律
学
校
特
別
監
督

条
規
へ
の
対
応
を
主
導
し
た
。

　

こ
う
し
た
校
務
の
か
た
わ
ら
、
八
六
年
十
月
に
は
『
国
際
私

法
』
の
版
権
免
許
を
得
、
同
年
十
一
月
に
は
英
吉
利
法
律
学
校
の

機
関
誌
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
『
万
国
法
律
週
報
』
を
創
刊

し
、
ま
た
錦
水
堂
と
い
う
書
店
を
開
業
す
る
な
ど
精
力
的
に
活
動

し
た
。
し
か
し
激
務
の
た
め
病
気
が
再
発
し
、
暮
れ
か
ら
熱
海
で

療
養
に
入
っ
た
が
、
八
七
年
二
月
二
十
三
日
、
英
吉
利
法
律
学
校

の
基
礎
を
固
め
な
が
ら
も
志
な
か
ば
に
し
て
、
療
養
先
の
熱
海
の

旅
館
で
故
人
と
な
っ
た
。
二
十
九
歳
で
あ
っ
た
。
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